
 

 

公立幼児教育機関は必要です 

 

 

 

■町 立 幼 稚 園 3 年 保 育 の必 要 性 は
認 識 されながらも財 政 困 難 で後 回

しです。 
 
■少 子 化 と保 育 園 希 望 が多 く、本 年

度 5 歳児は２クラス、4 歳児は 25 人
１クラスです。 

 
■幼 稚 園 には４ つの教 室 とお遊 戯 室

があります。 
 

5 月から 3 歳児のためのさくら教室

が週に 1 度始まりました。子ども 10
人が楽しく過ごしています。 
  

■現施設と先生数で 3 歳児保育がで

きます。 
 
■鎌 形 地 区 の自 然 環 境 、地 域 の方 の

協 力 、子 どもへの指 導 は一 人 一 人
の成長に配慮されています。 

来年度こそ、3 年保育実現を！ 

小中学校再編     通学は？ 

■小中学校再編審議会では、多くの方が 

現菅谷中学校敷地に小学校１校、中学 
校１校の建設という判断です。 
 
新校舎が建設されるまでの間、玉ノ岡中に、 

新中学校を設置し、中学生は新中学 

（玉ノ岡中）に通学が有力です。 
  

■町 に中 学 校 １ 校 となると中 学 生 の自 転 車 通 学 は多 くなります。新 しい中 学 校 が玉 ノ岡

になっても、菅谷になっても、バス路線はないので雨の日も自転車通学です。 
  

■町 の道 路 の多 くは自 動 車 に並 んで自 転 車 が通 行 する構 造 です。通 学 時 間 帯 と自 動 車

通勤時間が重なるため、事故の不安があります。 
 

遠距離通学の小学生はスクールバスという話です。バス通学の範囲は決まっていません。 
 

■免許返納した高齢者の自転車・電動三輪車・シニアカーの通行も多くなっています。 
 
道路の問題は、学校の再編がなくても改善が必要です。 

学校再編が避けられないなら、特に通学自転車の安全確保が必要です。 
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自転車事故は中高生が最も多いのです。 

 

 


